
（様式第３号）

対象物名 所在地

隊員番号№　　　　　氏名 検証員氏名

出火階 限界時間 出火階 分 非火災階 分

 特記事項

非火災階
□適
□否

（  　 分　   　秒）　                          　初期消火

（　　 分 　  　秒） （　　 分  　　秒）　     情報伝達 

（　 　分　  　秒）　（　 　分　  　秒）　     避難誘導

消防隊到着

        出火階　　     　非火災階

（　 　分　 　秒）　　（　 　分　　 秒）    対応事項終了

   （　　    分 ）　    　（　    　分 ）　      限界時間

 □　消防隊への情報提供

【避難階段又はたて穴区画された階段室がある場合】
 階段室の入口付近で「ここから逃げてください！」と２回叫んだか
 □出火階 　□直上階  □　　　階　□　　　階　□　　　階　□　　　階
 □　誘導音装置付き誘導灯設置のため行わず

【避難階段又はたて穴区画された階段室がない場合】
 階段室の入口付近で「ここから逃げてください！」と２回叫んだか
 □出火階 　□直上階  □　　　階　□　　　階　□　　　階　□　　　階
 火災階の１階下の階まで避難誘導したか
 □　火災階及び直上階　　□　直上階より上の階
 □　誘導音装置付き誘導灯設置のため行わず

検証結果

　　　 　計測開始（訓練スタート）

出火階
□適
□否

□適
□否

   【開始時間】　　　　  　　：　　　　    自火報発報

    経過時間　　 　（　０分　０秒）　　   （ベル鳴動）

　　　　　　　   　（　  　分　   　秒）　    火災表示確認

行動終了時間
を記入していく

　　　　　　　   　（　　 分　　   秒）　　   　現場確認

（ 　　分   　　秒）　　　         　 通　報

 □　非常放送は火災放送起動又は適切な内容で３回行ったか
 □　客室伝達の範囲はよいか
　　  （□全客室　□防火区画内　□出火階以上の階）
 □　客室伝達の際「火事だぁ～！」と２回大声で叫んだか
 □　エレベーターを使用していないか

 □　仮眠状態のとき１５秒後に行動したか
 □　表示窓火災は正確か
 □　他の者に指示する場合の指示は正確か
 □　予備放送は正確か

 □　マスターキーを持って行ったか
 □　「火事だぁ～！」と２回大声で叫んだか
 □　エレベーターの使用は適切か
 □　通報担当者に状況を伝えたか

【屋内消火栓の場合】
 □　使用人数（１号は２名以上、易１号及び２号は１名）は適切か
 □　操作方法（起動ボタン、ホース延長、バルブの開閉）
 □　３０秒間放水体勢をとったか

 □　消防機関への通報は適切か
 □　火災通報装置の使用は適切か

【消火器の場合】
 □　消火器の使用方法（安全ピン、ノズル、レバー）は適切か
 □　１５秒間放出体制をとったか

総合判定

　 　　　階　　　    　　号室 

検証チェック表　　　　　（検証日　　　　　年　　　　月　　　　日）

　　　　　　区


